
ChatGPTに聞いてみた  アメリカはインチ 

アメリカはメートル法を使っていないのはなぜ、他の国であるのか 

ChatGPT: 

アメリカがメートル法を完全には採用していない理由は、主に歴史的・文化的・経済的な背景にあ

ります。他国がメートル法を採用したのに対し、アメリカがそうしなかった理由を以下に詳しく説明

します。 

1. 歴史的背景 

• アメリカが独立（1776年）した頃、すでにイギリスのヤード・ポンド法（インペリアル単位）が

広く使われていました。 

• メートル法は 1795年にフランスで正式に導入されましたが、その時点でアメリカはすでに

ヤード・ポンド法に慣れていたため、変更の必要性があまり感じられませんでした。 

2. 制度的導入の遅れ 

• アメリカでも 19世紀後半からメートル法導入の議論はありましたが、義務化には至りませ

んでした。 

• 実はアメリカは 1875年に「メートル条約」に署名しており、公式にはメートル法も合法的に

使える国です。 

• しかし、義務化ではなく「選択制」にしたことで、従来の単位が使い続けられました。 

3. 経済とコストの問題 

• 建設、製造、交通など、多くのインフラや工業製品がヤード・ポンド法に基づいて設計され

ています。 

• メートル法に完全移行するには莫大なコスト（標識の変更、教育の刷新、機械の再設計な

ど）が必要で、政治的・経済的な負担が大きいと判断されています。 

4. 国民の慣れと文化 

• 多くのアメリカ人はヤード・ポンド法に慣れており、メートル法に違和感があります。 

• 実際に学校ではメートル法も教えられていますが、日常生活では「インチ」「フィート」「マイ

ル」「ポンド」などが主に使われています。 

• この文化的な「慣れ」が、移行をさらに難しくしています。 

5. 一部ではメートル法が使われている 



• 科学、医療、軍事、輸出産業の多くではメートル法が標準です（例：NASA、製薬会社、国際

貿易）。 

• つまり「全く使われていない」わけではなく、分野ごとに使い分けているのが現状です。 

他の国はなぜメートル法を採用したのか？ 

• メートル法は論理的で十進法に基づいており、使いやすいという理由から、19～20世紀に

多くの国が導入。 

• 特に植民地時代が終わった後、独立国家が統一した単位制度を採用するため、メートル

法が選ばれることが多くなりました。 

• 国際的な取引や科学技術の統一を図るため、世界標準として普及していきました。 

まとめ 

アメリカがメートル法を完全に採用していないのは、既存の単位体系への慣れと、それを変更する

コスト・文化的抵抗が大きな理由です。一方、国際標準としてのメートル法は重要であり、アメリカ

でも一部では広く使われています。完全移行の可能性はありますが、現時点では部分的な使い分

けが続くと見られます 
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